
　介護保険の在宅サービスを利用したことで、「本人の心身の状態」や
「家族の肉体的・精神的な負担感」に効果があったと思う人は、それぞ
れ６割以上にのぼりました。「本人・家族の経済的な負担感」に効果が
あったと思う人は半数でした。

　平成12年４月以降、訪問介護や福祉用具貸与などのサービ
ス利用者数が急増しました。また、訪問入浴介護や福祉用具
貸与では満足度が高くなっています。

　平成15年９月に行った市民意識調査（20歳以上の市民3,500人
が対象）の結果では、年代が高くなるほど「介護保険制度がはじ
まったことで、老後について安心になった」と答えた割合が高く
なっています。

　一方、要介護認定者数やサービス利用の増加を受けて、サービスに
かかった費用として保険から支払われた額（保険給付額）は年々増加
しています。
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平成１６年（２００４年）４月１０日 （２）


